
障害学生への支援について 
  

本学では、「障害者差別解消法」等の関連法令に基づき、障害のある学生や支援を必要とする学生が、

他の学生と平等に教育を受ける権利を享有・行使できるよう、必要かつ適当な変更・調整（合理的配慮）

を提供します。 

合理的配慮の提供は 2024 年 4 月 1 日から法的義務となり、本学では継続的に支援体制の整備・改善

に努めています。 

対象となる学生には、身体障害、発達障害、精神障害・メンタルヘルス上の困難、内部障害・慢性疾患・

難病等、さまざまな支援を必要とする学生を含みます。障害者手帳の有無にかかわらず、学修上の困難と

必要な配慮との関連が根拠資料等により確認できる場合は支援対象とします。 

 

 合理的配慮の考え方  

合理的配慮とは、障害があっても安心して修学できるよう、大学が公平な機会の確保に努め、必要かつ

適当な変更・調整を行うことです。 

本人の申出を起点に、学生のニーズを丁寧に聴取し、建設的な対話を通じて配慮内容を検討します。 

配慮の最終決定は、関係教員や関係部署で構成される委員会等の組織決定により行い、教育の目的・内

容・評価の本質を損なわない範囲で実施します。 

 

 相談・配慮や支援の流れ  

 

①相談・申請（随時） 

 学生相談室または教務学生課に申し出てください。教員への個別相談の有無は問いません。 

②ヒアリング 

 学生本人と面談し、障害の状況や学修・生活上の困難、必要な配慮などを確認します。必要に応じて

診断書等の根拠資料を提出いただきます。 

③学内調整・決定 

 関係教員、関係部署と協議し、委員会等の組織決定で配慮内容を確定します。 

④通知 

 本人同意のもと、授業担当教員等に配慮依頼文書を通知します。 

⑤配慮・支援の提供開始 

 大学として可能な範囲での配慮を実施します。 

⑥モニタリング・見直し 

 学期ごと、または必要に応じて内容を見直し、調整を行います。 

 

  



 

 配慮・支援の具体例  

 

①視覚障害 

主な配慮・支援内容 

■資料の拡大データ・テキスト化、座席配慮、音声読み上げ利用、試験時間延長など 

 

②聴覚障害 

主な配慮・支援内容 

■注意事項の書面伝達、座席配慮、補聴器・人工内耳・リモートマイクの使用、 

要約筆記・手話通訳など 

 

③肢体不自由 

主な配慮・支援内容 

■出欠・移動動線の配慮、実習動作の代替、試験様式・時間の調整、PC 等の補助具利用など 

 

④発達障害 

主な配慮・支援内容 

■授業運営の見通し提示、評価基準の明確化、課題分割、試験環境の調整、ノートテイクなど 

 

⑤精神障害・メンタルヘルス上の困難 

主な配慮・支援内容 

■柔軟な出欠・課題期限対応、静かな試験室、一時離席の容認、負荷の平準化、 

学生相談室・主治医との連携など 

 

⑥内部障害・慢性疾患・難病等 

主な配慮・支援内容 

■通院配慮、実習・実技時の安全配慮、休憩・栄養摂取・服薬の時間確保など 

 

 個人情報の取扱い  

配慮内容の検討・実施に必要な範囲でのみ、本人の同意を得た上で情報共有を行います。 

 

 学内相談窓口  

・学生相談室 

・教務学生課 
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